
広報あんじょう　2009.7.1 �

市
役
所
代
表�

番
号
・
講
座
名
を
記
入
し
た
も

の
と
、
切
手
を
は
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
同
館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
定
員
／
参
加

費　

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み　

７
月
２
日�
〜　
１６

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（�

を
除
く
）に
持
参
・
郵
送
で
市
体

育
館（
〒　
�
０
０
６
１
新
田
町

４４６

新
定
山　
�
８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
７
月　

日�
消

１６

印
有
効
。
住
所
・
氏
名
・
電
話

参加費定員対象開始時間期間曜日教室名

１９００円
各
３０人

小学生（初心者）午後６時
Ａ

金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

１１００円女性午後１時３０分
木

シェイプアップ

３０００円女性（初心者）午前１０時
Ｂ

ソフトテニス

３５００円２０人子育て中の女性午後１時

金

子育てママの
エアロビ

１３００円
各
３０人

一般午前１０時
Ａ

健康体操

エンジョイ
エクササイズ

２１００円２０人
初心者

午後７時土ラージボール卓球

２３００円
各
３０人

午前１０時３０分Ｃ火エアロビクス

１８００円６０歳以上午後１時３０分
Ａ木

シルバー
エクササイズ

３１００円
各
２５組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分

ふれあい
親子スクール

２５００円１００人小学４～６年生午前９時３０分

Ｃ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

４３００円５０人小学３～６年生午前１０時
ジュニア
ソフトテニス

３９００円
７５人小学４～６年生

午後６時
水バスケットボール

３０人小学４～
中学３年生

木バレーボール

３６００円３５人午後３時・５時土

バドミントン ４０００円
各
４０人

高校生以上午後７時火

４３００円
女性午前１０時

水

２５００円Ａ金卓球

４０００円
各
２０人

１８歳以上午後７時３０分Ｂ土
硬式テニス（初級）

硬式テニス（中級）

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。ただし、１期から継続する中
学生以下は、保険料負担なし。
※子育てママのエアロビは託児あり（２歳以上の未就園児、１人３０００円）。
※期間のＡは９・１０月、Ｂは９～１１月、Ｃは９～１２月。
※定員に達しない講座は、７月２４日�午前９時から再受け付け。

■問
 

▼
市
体
育
館

（�
〈　

〉５
１
８
２
）

７５

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
２
期
）
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■
重
点
実
施
項
目

�
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

�
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

�
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
よ
う

■
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

●
飲
酒
運
転
・
ひ
き
逃
げ
の
厳
罰
化

　

飲
酒
運
転
・
ひ
き
逃
げ
な
ど
の

悪
質
違
反
の
行
政
処
分
が
強
化
さ

れ
、
運
転
免
許
取
り
消
し
後
の
欠

格
期
間（
運
転
免
許
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
期
間
）の
上
限
が

最
長　

年
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

１０

た
。

●　

歳
以
上
の
免
許
更
新
者
に
認

７５
知
機
能
検
査
を
義
務
付
け

　
　

歳
以
上
で
免
許
を
更
新
す
る

７５
人
は
、
講
習
予
備
検
査（
認
知
機

能
検
査
）を
受
け
、
検
査
結
果
に

基
づ
い
た
高
齢
者
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
機
能
検
査
は
、
免
許
証
の

有
効
期
間
が
今
年　

月
１
日�
以

１２

降
で
、
免
許
更
新
時
の
年
齢
が　
７５

歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

■問
 

▼
市
民
安
全
課

（�
〈　

〉２
２
１
９
）

７１

７
月

日�
〜

日�

１１

２０

夏
の
交
通
安
全
市
民
運
動
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●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の　

歳
以
上

１８

●
定
員　

２
人
程
度

●
任
期　

平
成　

年
３
月
ま
で

２３

●
選
考
方
法　

７
月　

日�
に
面

１７

接
あ
り

●
申
し
込
み　
「
応
募
の
動
機
・

安
城
市
の
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

意
見
な
ど
」を　

字
程
度
に
ま
と

８００

め
て
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
７
月

　

日�
（
必
着
）ま
で
に
持
参
・
郵

１３送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
障
害
福
祉
課

（
〒　

－

８
５
０
１
住
所
不
要
／

４４６

s
ｈ
o
fu
ku
@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.j

p

）へ
※
応
募
用
紙
は
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
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●
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

１８

●
定
員　

４
人

●
任
期　

２
年

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接

●
申
し
込
み　
「
安
城
市
の
ま
ち

づ
く
り
と
市
民
の
役
割
」を
テ
ー

マ
に
し
た　

字
程
度
の
作
文
と
応

８００

募
用
紙
を
、
７
月　

日�
（
必
着
）

１７

ま
で
に
持
参
・
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
企
画
政
策
課（
〒　

－

８
５
０

４４６

１
住
所
不
要
／kika

ku
@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
同
課
・
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
 

▼
障
害
福
祉
課

（�
〈　

〉２
２
２
５
）

７１
■問
 

▼
企
画
政
策
課

（�
〈　

〉２
２
０
４
）

７１
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●
市
職
員　

再
任
用
職
員
以
外�

期
末
・
勤
勉
手
当
１
・　

か
月
分

９５

（
改
定
前
２
・　

か
月
分
）に
引
き

１５

下
げ　

再
任
用
職
員�
期
末
・
勤

勉
手
当　

か
月
分（
改
定
前　

か

１.０

１.１

月
分
）に
引
き
下
げ

●
特
別
職　

期
末
手
当
１
・　

か
月

４５

分（
改
定
前　

か
月
分
）に
引
き
下
げ

１.６

●
市
費
負
担
教
員　

期
末
・
勤
勉

手
当
１
・　

か
月
分（
改
定
前
２
・

９５

　

か
月
分
）に
引
き
下
げ
、
給
料

１５の
減
額
率　

％（
改
定
前
４
％
）に

２.４

引
き
下
げ

■問
 

▼
議
事
課

（�
〈　

〉２
２
５
２
）

７１
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■
街
頭
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
と
き　

７
月
１
日�
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
６
時

２０●
と
こ
ろ　

市
内
各
ス
ー
パ
ー
・

駅
な
ど　

■
標
語
作
文
表
彰
式
・
講
演
会

●
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時

２８

　

分
３０●

と
こ
ろ　

市
教
育
セ
ン
タ
ー　

●
講
師
／
演
題　
 
梛  
野  
明  
仁 
氏

な
ぎ 

の 

あ
き 
ひ
と

（
本
澄
寺
住
職
）／「
地
獄
一
定
」〜

ご
め
ん
な
さ
い　

あ
り
が
と
う
〜

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
・

作
文
入
賞
者
決
定

●
標
語　

応
募
数�
１
６
１
３
点

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈敬

称
略
〉

最
優
秀
賞�
「
育
て
よ
う　

思
い

や
り
の
芽　

笑
顔
の
芽
」横
田 
裕 ひろ

 
美 （
安
城
南
中
２
年
）　

優
秀
賞�

み

袴
田 
彩  
水 （
安
城
中
部
小
６
年
）、

あ
や 
み

都
築 
唯  
花 （
桜
井
小
５
年
）　

入
選

ゆ
い 
か

�
神
杉 
崚 

り
ょ
う 

太 （
安
城
中
部
小
６
年
）、

た

神
谷 
涼 

り
ょ
う 

介 （
桜
井
小
５
年
）、近
藤

す
け

 
美  
紅 （
安
城
南
部
小
３
年
）、廣
田

み 

く

 
光  
希 

み
つ 
き

（
同
小
２
年
）、丹
羽 
優  
衣  
佳 

ゆ 

い 

か

（
同
小
３
年
）

●
作
文　

応
募
数�
９
点

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。〈

敬
称
略
〉

最
優
秀
賞�
「
社
会
を
明
る
く
す

る
た
め
に
」 江  
坂  
小  
百  
合 （
明
祥
中

え 
ざ
か 
さ 

ゆ 

り

１
年
）　

優
秀
賞�
片
山 
隆 

り
ゅ
う 

太 （
同

た

中
３
年
）　

入
選�
榊
原 
夏  
実 （
同

な
つ 
み

中
２
年
）

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
新

名
称
募
集

●
募
集
期
間　

７
月
１
日�
〜　
３１

日�●
問
い
合
わ
せ　

Ｅ
メ
ー
ル
で
法

務
省
保
護
局
更
生
保
護
振
興
課

（s
h
a
m
e
im
e
is
h
o
@
m
o
j.g
o
.j

p

）へ

■問
 

▼
社
会
福
祉
課

（�
〈　

〉２
２
２
３
）

７１

障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
を
募
集

総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

７
月
１
日�
〜

日�
３１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

５
月
臨
時

市
議
会
か
ら



７
月　

日�
（
当
日
消
印
有
効
）ま

３１

で
に
市
民
会
館（
〒　

－

０
０
４

４４６

１
桜
町　

－

　

）へ

１８

２８

■
第　

回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４２

●
と
き　
　

月　

日�
・　

月
１

１０

２５

１１

日�●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門　

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み　

７
月　

日�
ま
で

１５

に
市
民
会
館
へ

（　

月
９
日�
は
休
館
）

１１●
と
こ
ろ　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
工
芸
･ 
彫 

ち
ょ
う 

塑 
の
５
部
門

そ

■
第　

回
市
民
文
芸
ま
つ
り

２１
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。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
ま
た
は
安
城
文
化
協
会
会

員●
募
集
部
門
と
上
限
出
品
数　

一

般（
高
校
生
を
含
む
）▼
俳
句
の
部

�

３
句
以
内
、
短
歌
の
部 �
２
首

以
内　

小
・
中
学
生
▼
俳
句
の
部

�

２
句
以
内
、
短
歌
の
部 �

１
首

●
そ
の
他　

応
募
規
定
に
違
反
し

た
人
は
失
格
無
効
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

１
部
門
に
つ
き
１

人
１
枚
、
は
が
き
に
、
か
い
書
で
、

表
面
に
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話

番
号
・
年
齢
を
縦
書
き
で
記
入
し

（
市
外
応
募
資
格
者
は
、
学
校
名
・

勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会
所
属
団

体
名
も
記
入
）、裏
面
の
上
段
２
㎝

は
余
白
を
設
け
て
作
品
の
み
を
縦

書
き
で
正
確
に
大
き
く
記
入
し
、

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き　
　

月
２
日�
〜
４
日�
、

１０

　

月
上
旬

１１●
と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門　

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門●
申
し
込
み　

７
月　

日�
ま
で

１５

に
市
民
会
館
へ

■
第　

回
安
美
展

６６

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	�
�
�
��

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	
。

��

●
と
き　

前
期（
一
般
）�

　

月　
１０

２４

日�
〜　

月
１
日�
（　

月　

日

１１

１０

２６

�
は
休
館
）　

後
期（
審
査
員
・
グ

リ
ー
ン
リ
ボ
ン
受
賞
作
家
・
委
嘱
・

賛
助
）�

　

月
７
日�
〜　

日�

１１

１５

■問
 

▼
市
民
会
館

　
　
（�
〈　

〉１
１
５
１
）

７５

　
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
（�
〈　

〉６
８
５
３
）

７７
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市
民
芸
術
祭　

月
２
日�
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月　

日�

１０
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通
徴
収
の
場
合
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●
納
期　

７
月
〜
来
年
２
月
の
毎

月※
７
・
８
・
９
月
は
普
通
徴
収
、

　

・　

・
来
年
２
月
は
特
別
徴

１０

１２

収
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

〈
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　

申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は

国
保
年
金
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す�

■
保
険
料
の
軽
減

�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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■
後
期
高
齢
者
医
療
制
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の
保
険
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の
更
新
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■問
 

▼
国
保
年
金
課

（�
〈　

〉２
２
３
２
）

７１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付

市
役
所
代
表�

百年樹人�

　

こ
の
十
年
来
、
安
城
市
出
身

の
方
が
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

た
。
こ
の
傾
向
を
う
れ
し
く
、

ま
た
誇
り
に
思
っ
て
い
た
が
、

最
近
で
は
世
界
的
な
評
価
を
受

け
る
方
ま
で
お
見
受
け
す
る
。

若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
田
村
響
さ
ん
、

女
子
柔
道
の
谷
本
歩
実
さ
ん
は
、

す
で
に
有
名
で
あ
る
。

　

五
月
に
入
る
と
、
ま
た
新
た

な
朗
報
が
入
っ
た
。
本
市
出
身

で
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
福

山 
透 
先
生
が
、
画
期
的
な
抗
が

と
お
る

ん
剤
合
成
の
成
功
で
世
界
的
に

認
め
ら
れ
、
中
日
新
聞
社
か
ら

中
日
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
芸
術
・
ス
ポ

ー
ツ
・
学
術
研
究
と
、
多
様

な
分
野
で
国
際
的
な
人
材
を

輩
出
で
き
る
町
は
、
日
本
広

し
と
い
え
ど
も
数
少
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

中
国
に「
十
年
樹
木　

百

年
樹
人
」と
い
う
こ
と
ば
が

あ
る
そ
う
だ
。
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、「
木
を
育
て
る
に
は

十
年
あ
れ
ば
十
分
だ
が
、
人

材
を
育
て
る
に
は
百
年
の
歳

月
を
要
す
る
」。

　

優
れ
た
人
材
が
誕
生
す
る

背
景
に
は
、
本
人
の
努
力
は

も
ち
ろ
ん
だ
ろ
う
が
、
教
育
に

深
い
理
解
の
あ
っ
た
家
庭
、
学

校
や
交
友
関
係
な
ど
、
本
人
を

取
り
巻
く
よ
き
環
境
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
の
人
材
育
成
に
は
、
長
期

的
な
視
点
と
継
続
的
な
投
資
の

必
要
性
を
説
く
格
言
で
、
と
か

く
目
先
の
成
果
に
目
を
奪
わ
れ

が
ち
な
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば

で
あ
る
。

　

福
山
先
生
に
市
よ
り
祝
福
の

花
を
お
贈
り
す
る
と
、
早
速
お

礼
の
手
紙
が
届
い
た
。「
米
国
で

の
二
十
二
年
の
研
究
生
活
か
ら

日
本
に
戻
る
決
断
で
、
安
城
の

ほ
ん
わ
か
と
し
た
温
か
さ
の
占

め
る
割
合
が
大
き
か
っ
た
」と

つ
づ
ら
れ
て
い
た
。

　

暗
い
話
題
の
多
い
世
相
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
勇
気
や
希
望

を
与
え
て
下
さ
る
安
城
ゆ
か
り

の
逸
材
の
方
々
を
、
温
か
く
静

か
に
応
援
申
し
上
げ
ら
れ
る
故

郷
で
あ
り
た
い
。
次
の
市
民
栄

誉
賞
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
…

と
い
う
新
し
い
市
民
の
夢
が
生

ま
れ
た
。

木の上で遊ぶ子どもたち木の上で遊ぶ子どもたち
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�
�
年
額　

万
円
以
上�
�
�
�

１８

�
�
年
額　

万
円
未
満�
�
�
�

１８
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の
場
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〈
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　

申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は

介
護
保
険
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付
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